
 

 

２０２６年７月１日 

まいばすけっと株式会社 

 

横浜市の脱炭素化に向けてオフサイトＰＰＡを活用した 

実質再生可能エネルギーを導入 
 

 まいばすけっと株式会社（本部：神奈川県川崎市、代表取締役社長：岩下欽哉）は、      

２０１２年に横浜市とイオン株式会社が締結した包括連携協定の「環境保全・環境活動の支援に関す

る取り組み」として、横浜市内のまいばすけっと８３店舗にオフサイトＰＰＡ※１を活用した実質再

生可能エネルギーを導入いたしました。 

（オフサイトＰＰＡによるＣＯ２排出量削減の想定効果※２：約４３０ｔ/年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イオンは、「イオン 脱炭素ビジョン」に基づき、「店舗」「商品・物流」「お客さまとともに」の

３つの視点で、省エネ・創エネの両面から温室効果ガス（「以下、ＣＯ２等」）排出削減に取り組んで

おり、グループの店舗で排出するＣＯ２等については、２０４０年までに総量でゼロにする目標を設定

しています。本件は、この目標を推し進める取り組みとなります。 

 

まいばすけっとでは横浜市内の地域の一層の活性化や環境保全に資するため、これまでにも 

さまざまな活動を実施してまいりました。 
 
■お客さまの家庭に眠っている未利用食品を食の支援を必要としている方々にお届けする

「フードドライブ」を、市内４２店舗で実施（２０２６年６月時点）。 
 
■横浜市を本拠地に置くサッカーチーム「 Y.S.C.C.」と、市内の耕作放棄地となった  

畑をよみがえらせる「 Y.S.C.C.ファーム」の活動を実施。  
 
■近隣の小学校、中学校の皆さまの学習に役立てていただけるよう、職場見学や職場体験を

店舗で受け入れながら、出張授業を実施。また、横浜市立南吉田小学校では、環境をテーマに

した絵画コンクールを開催。 

 

 まいばすけっとは横浜市内に小型スーパーを２１８店舗出店しています（２０２６年

６月時点）。お客さまや従業員が暮らしている横浜市において、今回進める再エネ推進の

取り組みをはじめ、横浜市の掲げる脱炭素社会の実現や循環型社会への移行といった方向性とも連

動した取り組みを進めていきます。さまざまな取り組みを通じて地域社会の課題解決に役立てるため、

横浜市と一層の連携体制を構築し、人と環境に配慮したお店の出店を進めてまいります。 
 

※1 Power Purchase Agreement（電力販売契約）の一種で需要場所の敷地外に設置した太陽光発電設備から、系統線を

通じて電力や環境価値を調達・供給するものです。 

※2 CO₂排出量削減効果は、環境省・経済産業省が公表する令和 5 年度実績に基づく全国平均電力排出係数

0.423kg-CO₂/kWh を用いて算定。 

 


